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研究成果の概要（和文）：本研究では、秋田県と青森県からの出稼ぎ労働力が、戦後の日本水産業の基幹でもあ
る北洋漁業と北洋捕鯨ならびに南氷洋捕鯨の重要な労働力であったこと、その貢献度に比して、その歴史的事実
が全国的に知られていないばかりか、秋田県や青森県でも、県レベルではなく、各自治体の地域史として継承さ
れていることをあきらかにした。その背景として、戦後の日本経済をささえた捕鯨業においては、花形である砲
手ばかりが注目され、事業員としてひとくくりにされてきた各種の分業が等閑視されきたことが指摘できる。他
方、プロの脚本家が個人史を収集しながら、地域史を舞台とした市民劇を上演するなど、個人史の用途が広がり
つつある。

研究成果の概要（英文）：This research investigated roles of migratory workers from Akita Prefecture 
and Aomori Prefecture who went on board to Northern and Southern Oceans in pursuit of salmons and 
whales.  These fisheries was operated by factory ships and thus highly labor-intensive, which needed
 lots of workers. Workers both from Akita and Aomori played important roles in such fisheries which 
earned lots of foreign currency. However, such historical fact is hardly unknown neither national 
nor prefectural level. It may probably be due to the fact such recruiting having done by personal 
networks. Thus, it is necessary to collect as many personal histories as possible. Along with 
academic interests, civil drama groups are interested in performing their histories depending on 
such oral histories collected by themselves. Such activities should be collaborated with academic 
activity, which will open possibility of local history studies.      

研究分野：食生活誌学

キーワード： 食生活誌学　季節労働者　高度経済成長　遠洋捕鯨　貨幣経済
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでの捕鯨史においては、捕鯨業の花形たる砲手ばかりが脚光を浴びてきた。砲手のほとんどは、長崎県や
高知県、和歌山県など、いわゆる古式捕鯨時代からの捕鯨の伝統を継承する地域の出身者である。しかし、工船
による遠洋捕鯨は、さまざまな労働が細かく分かれており、なかには季節労働者として乗船した者も少なくな
い。その代表が秋田県と青森県の農村から参加した人びとである。農家出身というのも、かれらが従事した職種
が砲手ではなく、もっぱら工場の作業であったためである。これらの労働者が、高度経済成長期以前に、そうし
た農村における貨幣経済の浸透に一役買ったことは、あらためて考察する必要がある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

資本、商品、⼈、情報などが瞬時に越境するグローバリゼーションなる現象は、いま
や⽇常的なものとなっている。しかし、単にグローバリゼーションとして括られる現象
にも、国家や地域によって差異があることが察せられる。本研究では、（1）ユーラシ
ア⼤陸東岸における「歴史世界としての海域世界の連鎖」の史的動態を仮定し、（2）
東南アジア地域研究の分析枠組である「フロンティア社会論」を、グローバル化時代に
おける地域間⽐較研究の通時的分析枠組として発展的に練りなおすことにある。具体的
には、（a）「⽇本の⽔産業が近代化する過程で、北洋から南洋へと鎖状に推移した『フ
ロンティア漁場』の開発にともない、変容していった資本と労働⼒の多様性と循環性の
相関動態をあきらかにし、（b）グローバリゼーションという学際的課題群の考察にお
いては、個⼈史・家族史の分析を軸とする⽐較研究が有効であることを実証することを
⽬指した。 
 
２．研究の⽬的 

上記のように「グローバリゼーション」として⼀括りにされる現象の地域性と歴史
性をあきらかにするため、ユーラシア⼤陸東岸に位置するベーリング海から、⽇本列
島を南下し、東南アジアの島じまとオーストラリア⼤陸をつなぐ南極海までの漁場の
開拓史を、1990 年代の東南アジア研究で注⽬された「フロンティア社会論」を精緻化
することにより、これらの海域の連鎖を、ひとつの歴史的世界として提⽰する。具体
的には、サケマス、カニを中⼼とする北洋漁業、鯨類を中⼼とする北洋捕鯨、カツオ
マグロ類を中⼼とする南洋漁業、鯨類を中⼼とする南氷洋捕鯨に着⽬し、資本と⼈、
商品が移動する政治経済の動態を把握するとともに、そうした移動を⽀えた社会的要
因をあきらかにすることを⽬的とする。当然ながら、150 年におよんだ、壮⼤なスケ
ールの社会経済史の再構築という作業を研究代表者と研究分担者の 2 名でおこなえる
はずはなく、⼤きな⾒取り図のもと、個⼈史という具体的な歴史を、いかに国家なり
地域の歴史と接続しうるのか、その⽅法論の検討を中⼼としたい。 

 
３．研究の⽅法 

季節労働者（出稼ぎ者）の個⼈史を軸にフロンティア漁場の開発史を俯瞰し、地域間
⽐較研究の通時的分析枠組としての「フロンティア社会論」を発展的に精緻化しようと
する本研究は、（1）北洋漁業を端緒として近代化を果たした⽇本の⽔産業が、⿂種・
漁法を転換しながら、つぎつぎにフロンティア漁場を開拓していったマクロな政治経済
過程をレビューし、（2）その多様な動態を季節労働者の語りからミクロに分析し、（3）
ユーラシア⼤陸東岸を北から南へ南下した資本と労働⼒の移動の政治経済的⼒学の諸
相をあきらかにした。また、⼿法開発を⽬的とする意味から、（a）関係⽂献のレビュ
ー、（b）個⼈史・家族史の採録・分析、（c）関係史料のアーカイブ化という基礎作業
をおこなった。この基礎作業を⼟台として、将来的には、アラスカからオーストラリア
を舞台とした「環太平洋⻄部海域におけるフロンティア資源をめぐる資本と技術、⼈⼝
移動に関する総合的研究」に発展させていきたいと考えている。 

 
４．研究成果 

研究代表者の⾚嶺は、北洋捕鯨と南氷洋捕鯨に多数の季節労働者を輩出した秋⽥県
⼤仙市の旧刈和野町地区において、2016 年度より継続的に季節労働者の個⼈史を収集
するとともに、秋⽥県の代表的な地⽅紙である『秋⽥魁新報』に掲載された出稼ぎ関
連の記事を精査した。その結果、戦後に刈和野地区から多数の出稼ぎ捕鯨者を輩出し
たのは、⼤洋漁業が遠洋捕鯨を拡⼤した 1954 年のことであったが、その年が、折しも
北海道のニシン漁の不漁期と重なっていたこと、移動⼈⼝規模においては圧倒的にニ
シン漁が巨⼤であったためか、捕鯨業への出稼ぎに関する記事が⾮常に少ないことを
あきらかにした。このことは、新聞に掲載された記事のみならず、各⾃治体の史誌の
記述にもあてはまることである。他⽅、季節労働者として捕鯨に出漁した⼈びとや関
係者の家族のあいだでは、現在でも、さまざまな逸話が継承されており、地域史と個
⼈史のあいだのギャップと、わたしたちが地⽅史を記述する際に依拠する史誌料の限
界について考察をせまられるにいたった。 

このことは、地域の歴史を継承し、その延⻑線上に地域の歴史を展望する作業とし
て位置づけが可能な「地域おこし」における個⼈史の重要性をも喚起する。刈和野地
区同様に多数の季節労働者を輩出した⻘森県⼋⼾市の旧南郷村においては、⼋⼾市が
同地区の地域おこしを⽬的として、2018 年 10 ⽉ 20 ⽇から 11 ⽉ 11 ⽇まで開催した
南郷アートプロジェクト「なんごう⼩さな芸術祭」の⼀環として、中屋敷法仁⽒が脚
本・演出した市⺠劇『くじらむら』が 10 ⽉ 27 ⽇・28 ⽇に上演された。⾚嶺は、南郷
アートプロジェクトが市⺠劇をたちあげる企画の初期からかかわる機会を得、捕鯨史
に関する助⾔をおこなうとともに、上演後に開催された中屋敷⽒とのトークショーに
出演し、市⺠劇の時代背景や南氷洋捕鯨の、⽇本の⽔産業における位置づけ、昨今の



捕鯨問題の展望について解説する機会を得た。『くじらむら』の観劇者のほとんどが、
80 歳以上の、かつての捕鯨者もしくは関係者であり、往事を思い出し、涙する⼈も少
なくなかった。中屋敷⽒との議論のなかでも、地域史を主題とする演劇が地域おこし
の⼿法として有効であることが確認でき、研究成果の還元⽅法のひとつとして、今後
も、こうした活動に積極的に協働すべきことを痛感させられた。 

研究分担者の椙本歩美は、秋⽥県⼤仙市および仙北市で、季節労働（出稼ぎ）に関
する聞き取り調査をおこなった。仙北市では、季節労働をおこなったことがある 60
代〜70 代の農家 5 軒（夫婦）のライフストーリーの採録をおこなった。また、季節労
働ではなく県内外の都市部で就労したのち、帰村した⼦や孫のライフストーリーの採
録も 2 軒おこない、世代間で労働の移動のあり⽅がどのように変化したのかについて
も⽐較した。これにより、秋⽥県内の農村の多様性や可変性について、議論を深める
ことができた。今後の課題としては、個⼈や世帯の労働形態の背景にある社会的な要
因についても分析を広げ、より多層的な視点から秋⽥の農村について理解を深めるこ
とが指摘できる。また、海外の農村部（とくに通年農業が不可能な北部を中⼼に）の
事例研究をおこなうことで、これらと⽐較し、秋⽥の季節労働の特徴と普遍性につい
て議論を深めていきたいと考えている。 

また、本研究を広く社会に還元するための取り組みとして、秋⽥県内で授業・公開
講座・公開セミナーを実施した。具体的には、国際教養⼤学の環境科学の授業で、北
洋漁業（とくに捕鯨）について学ぶ機会を設け、その⼀環で開催した公開講座には、
50 名ほどの参加者があった。また秋⽥市のカレッジプラザで、⼀般向けの公開セミナ
ーを開催した。とくに 20 代を中⼼とした若い世代に、研究成果を広げるための試みで
あったが、ひきつづき、研究成果の多様な社会還元のあり⽅を模索する必要がある。 
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